
 

藤松ペトログラフ 

 藤松３丁目のバス通りに立岩があります。これ
は、平成元年に大里高校の考古学クラブの生徒が

調査発見した「藤松ペトログラフ」です。 

 ペトログラフとは、ペトロが「岩」、グラフが

「文字や文様」を意味しています。 

 藤松ペトログラフは、「地神母」と彫ってある

字の周りに、不思議な文様が彫られています。こ

れらは、シュメール古拙文字と言われるもので、

「大地神母ニン、蛇、大地神ゲブ」と読めるもの

です。 

 シュメール古拙文字とは、約４千年の昔、メソ

ポタミヤのシュメール帝国で使われていた文字

です。それが何故藤松校区で発見されたのか？ 

 それは、シュメール人がセム民族に支配を奪わ

れ、追われ、海洋に逃れたシュメール人が、様々

な国で、彼らの信仰する神々の名を岩に残したの

だそうです。 

 藤松で発見されたペ

トログラフが、世界各

地の物と同じであるこ

とが立証されたこと

で、遠い昔シュメール

人が、この藤松にも渡

来したことが想像でき

るのです。 
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学校目標 「心豊かに、たくましく生きる子どもの育成」 

 

 

 

雨の日が続いています。気温と湿度が高くなるので、体調を崩しやすい時期です。私も、１週

間以上咳、鼻水が止まらずマスクが手放せません。また、豪雨時は、川の氾濫や土砂崩れが心配

です。藤松校区は山が近いので、危険な場所には近付かないよう、ご家庭でもご注意ください。 

４年生・門司のお水はおいしいよ 新門司ごみ焼却場、井手浦浄水場見学  

門司区の水道水は、どこから運ばれているか知っていますか？答え

は平尾台のふもとの井手浦浄水場です。井手浦浄水で浄水する原水は耶

馬渓やます渕ダムなどから運ばれてくるそうです。山の水なので冷たく

てきれいなため、原水を使ったヤマメやワサビの飼育・栽培も行われて

います。それで、水道水もおいしいのですね。 

門司区のごみ焼却場の炉は、溶鉱炉のような作

りで、1700℃以上の高温で焼却するというより

溶かす構造です。だから匂いや灰がとびにくいの

ですね。実際、ごみに含まれる「鉄」を溶かして

取り出し再利用されていました。 

５年生・ｴｺﾀｳﾝ、日産自動車工場見学 

近付いてみればあまりの

大きさにびっくりしました。

風力発電の羽根一枚が３５ｍ

もあるそうです。廃車された

車の部品を分解したり、ペッ

トボトルを粉砕したりする過

程も学習しました。３Ｒ（ﾘﾕ

ｰｽ、ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の大切さ

を学びました。 

昼からは日産自動車工場に行きました。ロボッ

トの溶接作業や人の手による組立作業など、最先

端の自動車工場のシステムを分かりやすく説明し

ていただきました。運転席に乗ったりミニカーの

プレゼントをもらったりで大喜びでした。 
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《校訓》「明るく」健康で粘り強い子 「仲よく」優しさと思いやりのある子「正しく」決まりを守る子 
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北九州市立藤松小学校 校長 渕 上 正 彦 

家庭数配布 



藤松小の水田で田植え体験 ５年生 

水田の中では、あのニュルニュルッとした土の感触に「ひぇ～っ」

と悫鳴をあげた子どもたちでしたが、慣れてしまえば「気持ちいぃ

～」と喜んでいました。２０㎝間隔に張ったロープを目印に稲の苗

を植えこんでいきました。この水田は本館の南側にある５ｍ×３ｍ

くらいの藤松小学校自作の水田です。今後苗が大きく育っていくの

が楽しみです。毎日子どもたちは水田に来てお世話をしています。貴重な体験ですね。1 年生と

２年生まではサツマイモのツルを植えました。収穫が楽しみです。 

プール清掃６年生、地域清掃１～５年生 

 6 年生が、ドロドロに汚れたプールを、きれいに掃除をしてくれ

ました。また当日までお掃除ボランティアの子どもたちがプール周

りの葉っぱを処理していたのでとてもやりやすかったそうです。22

日(月)からプール開きです。１～5 年生は、校内や校外(藤松公園)

の草取りやゴミ拾いをしてくれました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
家庭教育学級 でお話しさせていただきました ６月４日(木) 

藤松市民センターにおいて家庭教育学級がスタートしました。そのトップバッターとして話し

てもらいたいと言われましたので、喜んで行ってきました。30 分くらいのお話ですが、たくさ

んの方に来ていただき、アットホームな感じでお話ができました。その概略を以下に書きます。 

 

１ 幼稚園・保育所の保護者より小学校の保護者の方が子育てに悩んでいる。 

・ 子どもを叱りすぎているという悩みが多い。 
 

２ 大人の発する「言葉の威力や大切さ」に保護者は気付いているのだろうか？ 

・ 大人からのマイナスメッセージ  
まったくあんたは駄目ね 何回言ったら分かるの いつもあなたはこうなんだから仕方ないわね どうせ

努力したってたいしたことないでしょ やる気になったのは嬉しいわ。でも続くかしら あなたなんかに

できっこないと思うわ こんな成績じゃ将来は真暗，生きてけないよ 今の時期は３時間勉強するのが当

たり前だよ さっさとしなさい，本当にのろまなんだから あなたのせいで私はこんなに白髪が増えたわ 
 

 

３ 落ち込んで帰った子どもへの「言葉のかけ方」 ピンチは成長(自立)のチャンス 

① どうしたの（聞く） ②つらかったね（共感） ③そう思うんだね（一緒に考える） 

④ やってみようよ（励ます） 
 

４ 「日頃の会話」が苦難を乗り越えるエネルギー源 
• あいさつは目を見て笑顔で  悪いうわさや悪口は話題にしない  人と比べず過去と比べる 

• 潔癖にならず余裕を持って  完璧な親を演じる必要はない  本音で話すときはⅠ(ｱｲ)ﾒｯｾｰｼﾞで 

• しつけは怒らず繰り返し粘り強く  …と言うようなお話をしました。 

 

保護者の方と子育てについて語るのはとても楽しいです。同じ親として、悩みや考えを話した

だけで気持ちが楽になることもあります。気楽に声をかけてください。また、今後も子育て情報

を、学校だよりでも発信していきますので、お楽しみに！？ 

 


